
――― 1617 ――― 巨大災害に即応するために――自治体間の広域的応援態勢のあり方

災害から地域を守るために特
集

　

は
じ
め
に

　

も
う
四
年
ほ
ど
前
の
話
で
あ
る
が
、
あ
る
研
究
会
で
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
に
直
後
に
赴
い
た
地
方
公
共
団
体
（
以
下
単
に
自
治
体
と
呼
ぶ
）

職
員
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
。
彼
は
管
理
職
で
、
部
下
数
人
を
連
れ

て
二
〇
一
一
年
三
月
末
か
ら
四
月
頭
に
か
け
て
、
所
属
自
治
体
か
ら
被
災

自
治
体
の
応
援
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
職
員
で
あ
る
。
そ
の
と
き
の
議
事

録
か
ら
以
下
抜
粋
す
る
。

　
「
行
っ
て
い
る
間
、
最
初
の
一
次
隊
、
二
次
隊
は
、
全
く
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
あ
る
い
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
か
ら
き
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
わ
け
で
す
。（
中
略
）
や
は
り
皆
、行

っ
た
と
き
に
は
す
ご
い
状
況
を
見
て
き
て
、
そ
れ
な
り
の
お
役
に
立
っ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
自
己
満
足
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
が
、
後
々
考
え
れ
ば
、
俺
た
ち
何
を
し
て
き
た

ん
だ
ろ
う
と
い
う
思
い
は
あ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

最
後
、
四
つ
の
隊
が
戻
っ
て
来
て
、
市
民
対
象
の
報
告
会
を
し
た
の

で
す
が
、
そ
こ
で
お
見
え
に
な
っ
た
市
民
の
方
か
ら
『
お
前
等
役
所
の

職
員
が
税
金
を
使
っ
て
行
っ
て
、
結
局
市
民
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
同
じ

こ
と
を
や
っ
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
自
分
の

カ
ネ
で
い
く
の
に
、
お
前
等
は
役
所
の
カ
ネ
を
使
っ
て
行
っ
た
ん
じ
ゃ

な
い
か
』
と
い
う
厳
し
い
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
て
、
そ
れ
は
そ
こ
に
居

ら
れ
た
他
の
市
民
の
方
か
ら
、
な
ん
て
こ
と
言
う
ん
だ
と
い
う
こ
と
で

お
助
け
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
職
員
は
か
な
り
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
よ

う
で
す
。」

災
害
か
ら
地
域
を
守
る
た
め
に

巨
大
災
害
に
即
応
す
る
た
め
に

―
―
自
治
体
間
の
広
域
的
応
援
態
勢
の
あ
り
方

３
・
11
以
降
も
全
国
で
大
地
震
が
発
生
し
、
大
地
震
の
予
知
は
科
学
的
に
不
可
能
で
あ
る
。

今
後
発
生
が
予
測
さ
れ
る
巨
大
災
害
を
見
据
え
、
自
治
体
に
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。

関
西
大
学
社
会
安
全
学
部
教
授

永
松
伸
吾

な
が
ま
つ
・
し
ん
ご

専
門
は
災
害
経
済
学
・
公
共
政
策
（
防
災
・
減
災
・
危
機
管
理
）。
大
阪
大
学
大
学
院
国
際
公
共
政
策

研
究
科
博
士
後
期
課
程
中
退
。
同
研
究
科
助
手
、
神
戸
・
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
研
究
員
、
独
立
行

政
法
人
防
災
科
学
技
術
研
究
所
な
ど
を
経
て
現
職
。
主
著
に
『
減
災
政
策
論
入
門
』（
弘
文
堂
）『
キ
ャ

ッ
シ
ュ
・
フ
ォ
ー
・
ワ
ー
ク
』（
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）
な
ど
。
二
〇
〇
八
年
日
本
計
画
行
政
学
会
奨

励
賞
、
二
〇
〇
九
年
日
本
公
共
政
策
学
会
著
作
賞
、
二
〇
一
〇
年
村
尾
育
英
会
学
術
奨
励
賞
受
賞
。
二

〇
一
五
年
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
プ
ラ
イ
ス
公
共
政
策
大
学
院
客
員
研
究
員
と
し
て
災
害
復
興
に
関

す
る
研
究
に
従
事
。

　

日
本
で
は
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
自
治
体
職
員
に
よ
る
災
害
時

の
相
互
応
援
が
活
発
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
東
日
本
大
震
災
を
経
て

日
々
そ
の
た
め
の
体
制
が
充
実
し
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
迅
速
に

多
数
の
自
治
体
職
員
が
被
災
自
治
体
の
支
援
に
駆
け
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に

は
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
災
害
時
の
応
援
職
員
は
、
と
く
に
初
動
期
に

お
い
て
、
現
地
で
そ
の
職
能
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
本
稿
の
問
題
意
識
で
あ
る
。

　

巨
大
災
害
と
自
治
体
間
応
援

　

巨
大
災
害
発
生
時
に
は
、そ
の
被
害
に
対
応
す
る
た
め
に
、被
災
自
治
体

の
業
務
量
は
増
加
す
る
。
と
り
わ
け
昨
今
で
は
、
人
口
の
高
齢
化
や
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
老
朽
化
、
外
国
人
居
住
者
な
ど
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応

な
ど
、
自
治
体
の
災
害
対
応
業
務
は
よ
り
複
雑
に
な
り
、
か
つ
増
大
し
て

い
る
。

　

他
方
で
、
巨
大
災
害
時
に
そ
の
自
治
体
が
動
員
可
能
な
人
的
資
源
は
減

少
す
る
。
そ
れ
は
職
員
が
死
傷
し
た
り
、
自
宅
や
家
族
の
被
災
に
よ
っ
て

出
勤
が
困
難
に
な
っ
た
り
、
中
長
期
的
に
は
業
務
上
の
ス
ト
レ
ス
な
ど
か

ら
休
職
・
退
職
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
、

こ
こ
二
〇
年
程
度
の
行
財
政
改
革
の
結
果
、
自
治
体
の
職
員
数
は
、
一
九

九
四
年
の
三
二
八
万
人
を
ピ
ー
ク
に
、
二
〇
一
六
年
に
は
二
七
四
万
人
ま

で
減
少
し
て
い
る
。
人
口
減
少
に
と
も
な
い
今
後
も
自
治
体
の
職
員
数
が

大
幅
に
増
加
す
る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。

　

こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
た
め
に
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る
の
が
、

自
治
体
間
の
人
的
支
援
で
あ
る
。災
害
時
の
自
治
体
間
の
人
的
支
援
は
、阪

神
・
淡
路
大
震
災
で
初
め
て
大
規
模
に
実
施
さ
れ
た
。
兵
庫
県
に
よ
れ
ば
、

兵
庫
県
お
よ
び
県
内
市
町
村
に
対
し
て
、
一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
の
発

災
以
降
、
同
年
三
月
三
一
日
ま
で
の
間
に
延
べ
一
九
万
六
四
一
六
人
日
の

応
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
み
る
と
、
総
務
省
に

よ
れ
ば
二
〇
一
一
年
七
月
一
日
ま
で
で
五
万
六
九
二
三
人
、
一
〇
月
一
日

ま
で
で
延
べ
七
万
三
八
〇
二
人
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
熊
本
地
震
で
は
、

全
国
知
事
会
に
よ
れ
ば
都
道
府
県
職
員
に
つ
い
て
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
三

一
日
ま
で
四
万
六
八
二
七
人
日
、
民
間
団
体
一
万
四
四
〇
五
人
日
と
な
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
以
降
は
、
こ
う
し
た
自
治
体
間
の
人
的
支
援
を

促
進
す
る
た
め
の
制
度
改
革
も
行
わ
れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
災
害
対
策

基
本
法
が
改
正
さ
れ
て
、
自
治
体
間
の
応
援
対
象
事
務
が
、
消
防
、
水
防

お
よ
び
救
助
等
人
命
に
関
わ
る
よ
う
な
災
害
発
生
直
後
の
緊
急
性
の
高
い

「
応
急
措
置
」
か
ら
、
避
難
所
運
営
、
罹
災
証
明
書
の
交
付
、
施
設
お
よ
び


